
会津若松市会津若松市地域公共交通会議
平成１９年 ９月２８日 設置
平成２１年 ３月 １日 法定協議会機能付加

○地域公共交通の課題
・公共交通空白地域、不便地域の存在（⇒サービス格差の解消が必要）

・路線バス利用者の減少、欠損補助の増加 （⇒持続体制の確立が必要）

・コミュニティバス利用者数の低迷（⇒持続体制の確立が必要）

○調査の主な内容
・人口、主要施設状況の把握 ・市民の移動状況、意向調査
・コミュニティバスニーズ把握調査 ・交通事業者へのヒアリング
・調査に基づく評価、検証 ・地区懇談会の開催

○地域公共交通総合連携計画の構想（予定）
・路線バスの再編検討
・コミュニティバスの利用促進策検討
・新たな輸送手段の導入検討

○地域公共交通の現況
・JR磐越西線（駅：会津若松駅、広田駅、東長原駅、堂島駅）
・JR只見線（駅：会津若松駅、七日町駅、西若松駅）
・会津乗合自動車㈱ （路線数：36系統）
・コミュニティバス（運行地域：2地域） ・その他(スクールバス等）

公共交通空白地域及び不便地域の解消、路線バス利用者数の減少等の課題を解決するため、路線バスの利用動向にかかる基
礎的データの収集、地域の課題や市民のニーズを的確に把握するための調査を実施する。

概 要
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